
気候変動影響及び適応に関する
島根県の取組について

島根県気候変動適応センター
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島根県気候変動適応センターの紹介

2021年4月
島根県気候変動適応センターを
保健環境科学研究所内に設置

〈主な活動 〉
島根県気候変動適応センターでは、
国立環境研究所内の「気候変動適応センター（CCCA）」をはじめ、
松江地方気象台や県内外の調査研究機関との連携 を通じて以下の業務を実施

 気候変動影響及び適応に関する情報の収集、整理及び提供
 事業者や県民等からの気候変動適応に関連する相談への対応 及び情報発信
 気候変動影響及び適応に関する調査、研究

〈開所式の様子〉
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適応センターの位置づけ



(1)市民調査員と連携した生物季節モニタリング

(2) WBGT計の貸出事業

(3)県立公園での熱中症予防注意喚起事業

(4)しまエコスポットの周知

(5)気候変動適応に関する県研究機関等との情報交換会

(6)県内事業者に対する気候変動適応例の紹介

(7)県立図書館と連携した気候変動適応に関する展示

活動状況
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(1)市民調査員と連携した生物季節モニタリング
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目的
• 気候変動影響の基礎データ収集
• 適応に係る啓発に利用（県民や事業者の自主的な取り組みを促す）

内容
国立環境研究所が行う「市民調査員と連携した生物季節モニタリング」
に参加（令和５年度～）
研究所敷地内にある「さざんか」と「さるすべり」を対象にモニタリン
グを実施

さざんか さるすべり



(2) WBGT計の貸出事業
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目的
• WBGT計による熱中症指数の測定を体験することで、気候変動
に伴う熱中症への対策に関する県民等の意識向上を促す

配備状況（R7.10時点）

WBGT計（ロガー機能あり）×１３台:気候変動適応センターに配備
WBGT計（ロガー機能なし） ×７台:県内各保健所に配備

貸出状況（R7.10時点）

令和４年度 ７件
令和５年度 ９件
令和６年度 １０件
令和７年度 １１件
※貸出依頼の多くは学校関係



(3)県立公園での熱中症予防注意喚起事業
（R6単年）
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目的
• 県立公園において、来園者に対する効果的な熱中症予防の注意喚起
および普及啓発の検証を行う

• 現地結果と近くの観測所のWBGT値を比較すると、高い相関がみら
れたものの、２℃近い差がみられることもあり、現地で測定するこ
とでより状況に応じた対応ができることが示唆された

• 運用にあたっては自動
測定や自動放送などの
自動化が望まれる

７８℃

６５℃

６１℃

• 遊具も場所によって、高
温になり、特に黒色の場
所は80℃近くなる

• 公園内の暑さ指数を測定し、熱中症の危険性が高まったときは園内
放送等により注意喚起を行う

• 園内の危険な場所を把握するため、赤外線カメラ等を用いて遊具等
の調査を実施

内容

結果



(4)しまエコスポットの周知
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目的
• クールシェア・ウォームシェアによる家庭内の省エネを推進
• 節電対策や熱中症対策に加えて、人と人とのつながりを深め、地域
の活性化、地域コミュニティの場づくりにもつなげる

県民が気軽に集まって涼（暖）をとることのできる県内の公共施設や
商業施設などを「しまエコスポット」として設定

内容

市町村が指定する
クーリングシェル
ターと一緒に地図
上で公開



(5)気候変動適応に関する県研究機関等との
情報交換会
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各機関からの情報提供事項例（令和６年度）

目的
• 県内研究機関から気候変動影響及び適応に関する情報の収集、
及び提供



(6)県内事業者に対する気候変動適応例の紹介
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島根県気候変動
適応センター
ホームページ

目的
・事業所で取り組める適応策の参考情報を提示



(7)県立図書館と連携した気候変動適応に
関する展示
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目的
• 気候変動影響に係る情報を提供し、県民や事業者の自主的な
取り組みを促す

期間（令和７年度）
令和7年5月2日（金）～6月4日（水）

展示資料
・ポスター、パンプレット、チラシ等
・WBGT測定機器

県立図書館との連携
・会場の提供
・気候変動適応関連図書の展示


